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海洋汚染が世界規模で大きな社会問題となっている中、平成 30 年の夏に、鎌倉市由比ガ浜でシ

ロナガスクジラの赤ちゃんが打ち上げられ、胃の中からプラスチックごみが発見されました。 

ＳＤＧｓ※未来都市である神奈川県は、同年９月に「かながわプラごみゼロ宣言」を発表し、2030

年までのできるだけ早期に、リサイクルされない、廃棄されるプラごみゼロを目指すこととしまし

た。 
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● 「かながわプラごみゼロ宣言」に基づき進めている取組 

県は、令和２年３月に「かながわプラごみゼロ宣言アクションプログラム」を策定し、取組を進

めてきましたが、令和５年３月、プラスチックに係る資源循環をより一層推進するため、新たに「プ

ラスチック資源循環推進等計画」を策定しました。次の３つの重点方策により取組を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３つの重点方策による取組を効果的に推進するための普及啓発も行っています】 

 

   ・LINE 公式アカウント「かながわプラごみゼロ情報」 

    プラごみ削減に関するイベント情報やクイズ、コラム、クリーン活動の情報などを発信しています。 

    https://www.pref.kanagawa.jp/docs/p3k/line_kanagawa-gomizero.html 

   

 

    

 

 

 

番外編 かながわプラごみゼロ宣言 

１ プラスチック使用製品の使用の合理化の促進 

プラスチックごみの排出抑制のため、ワンウェイプラスチックなど過剰なプラスチック使用製品の

使用削減、環境に配慮した製品の選択、なるべく長期間利用するといった、プラスチック使用製品の

使用の合理化を促進する。 

２ プラスチックの再生利用等の促進 

プラスチック使用製品の使用の合理化を図ったうえで今後も発生するプラスチックごみは、徹底し

たリサイクルを推進する。マテリアルリサイクル又はケミカルリサイクルによる再生利用を優先し、

それが難しい場合には、熱回収も含めて循環利用を促進する。 

３ クリーン活動の拡大等 

  環境中に排出されてしまったプラスチックごみの回収を進めるとともに、ポイ捨て防止やごみ集積

所からのプラごみの散乱など非意図的な環境への排出防止の取組み、不法投棄対策を推進する。 

※持続可能な開発目標 

（ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals） 

：2015 年９月の国連サミットで採択された持続 

可能な世界を実現するための開発目標です。 

2030年を年限とする17のゴールと169のター

ゲットで構成され、地球上の誰一人として取

り残さないことを誓っています。 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/p3k/line_kanagawa-gomizero.html
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・メッセージ動画の配信 

    「かながわプラごみゼロ宣言」を象徴する動画を配信しています。 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/p3k/sdgs/index.html#keihatsu 

 

  

 

 

   

 

 

 

・学習教材動画の配信 

    主に小学生を対象としたプラスチックごみ問題に関する学習教材動画とワークシートを配信してい

ます。動画は５部構成です。 

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/p3k/sdgs/index.html#gakusyuukyouzaidouga 

 

 

ぜひご覧ください！ 

LINＥ公式アカウントへの友だち

追加もお願いします。 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/p3k/sdgs/index.html%23keihatsu
http://www.pref.kanagawa.jp/docs/p3k/sdgs/index.html#gakusyuukyouzaidouga

